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昭和６１年に設立した綾瀬川河川懇談会を前身に、平成６年１１

月に綾瀬川清流ルネッサンス２１地域協議会を設立し、更なる水

環境の改善を目指して、平成１４年に綾瀬川清流ルネッサンスⅡ

地域協議会を設立しました。黒く汚濁し、悪臭により近づくこと

が不快だった綾瀬川を根本的かつ恒久的に改善するため、流域自

治体や河川管理者、住民の方々が一体となって、四半世紀の間、

努力してきました。 

その結果、綾瀬川では、平成１９年に国の管理区間内で環境基準である５mg/l（Ｂ

ＯＤ７５％）を下回り、それ以来、環境基準を満たす水質を継続して達成しています。

綾瀬川流域の水質や水環境は大きく改善され、流域一体となって行ってきた努力が報

われてきたと感じています。 

本報告書は、水環境を改善するための施策の進捗状況と水環境改善目標の達成状況

についての評価や、ボランティアの方々が行った綾瀬川の水質や川の様子についての

調査結果等も掲載しています。 

皆様方が取り組んでおられる綾瀬川清流化運動の参考にしていただければ幸いで

す。 

綾瀬川清流ルネッサンスⅡは、概ね目標を達した事から、終了になります。 

今後は、改善した現在の水質や水環境を維持し、増進していく事が肝要です。 

そして、いつの日か、綾瀬川に、清流が戻ってくる事を祈念します。 

 

平成２３年１１月 

綾瀬川清流ルネッサンスⅡ地域協議会会長  



平成２３年度綾瀬川清流ルネッサンスⅡの年次報告書が作成さ

れるにあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

蓮田市は、綾瀬川をはじめ、元荒川や黒浜沼、山ノ神沼など多く

の水辺空間と広大な田園や樹林など豊かな自然に恵まれているま

ちです。 

その中でも綾瀬川は、当市の西端の田園地帯を南北に流れ、かつ

ては当時の村の名前になるほど親しまれていた川でありました。しかし、昭和４０年

頃からの高度経済成長期に生活雑排水や工場廃水により水質が急激に悪化し、一級河

川水質ランキングで１５年連続ワースト１位という汚れた川になってしまいました。 

しかし、「綾瀬川清流ルネッサンス２１」から「綾瀬川清流ルネッサンスⅡ」へと

続く関係者の皆様のご尽力のおかげで、近年、綾瀬川の水質は確実に改善されてきて

います。 

平成２１年に当市で行いました「魚類の自然環境保全基礎調査」では、メダカやコ

イなどの他に、アユの確認が報告されており、着実に昔の姿を取り戻しつつあります。 

これもひとえに、関係者皆様方の熱意とお力添えの賜物であると心より感謝申し上

げます。 

この度、「綾瀬川清流ルネッサンスⅡ」も節目を迎えることとなりますが、今後も

綾瀬川流域にお住まいの皆様と共に水辺の環境改善に努力してまいりたいと考えて

おります。 

結びに、綾瀬川の浄化活動に取り組まれて来られた関係皆様方のご尽力に深く敬意

を表すとともに、今後も綾瀬川の更なる水質の向上が図られますよう心より願ってい

ます。 

 

 

平成２３年１１月 

蓮田市長     
 



四方を河川に囲まれている足立区にとって、生活に潤いを与えて

くれる水辺環境は、大きな財産です。 

かつての足立区は、農業用水路が縦横に走り、現在よりもさらに

水と緑の豊かな街でした。時が過ぎ、農業用水路は機能を終えまし

たが、一部は親水水路として現在でも街づくりに貢献しています。

また、河川についても、整備された河川敷やスーパー堤防などは、

区民の憩いの場として親しまれています。 

しかし、綾瀬川は高度成長期以降、不名誉にも「水質ワースト 1」で全国的に有名

となり、環境面での「負の財産」となっていたのが現状であり、高い直立護岸や沿道

が高速道路の高架下になる景観のため、目に触れる機会も少なくなり、区民の意識か

らも遠のいていたのが実態です。 

このため足立区では、昭和 51 年度から近隣 5 市区と「綾瀬川浄化対策協議会」を

設立し、水質や生物の調査、情報交換、研修会などを重ねてきました。さらに水源の

ある上流部の市町村も参加した「清流ルネッサンス事業」は、支川も含めた流域全体

の面的取組で着実に効果を上げてきたと考えています。例えば、「綾瀬川浄化対策協

議会」が毎年実施している魚類調査の結果では、「綾瀬川清流ルネッサンス２１」策

定以前の平成７年当時、魚の種類が概ね一桁台であったのに比べ、その後は、徐々に

種類が増え、平成 17 年度以降は 20 種以上が確認されるようになっています。 

一方、水質が改善されるにつれ、確かに魚影は戻ってきたものの、ゴミの浮遊や透

明感が少ないことなど、目や肌で感じるきれいさにはまだ隔たりがあるのも事実です。

また、河川改修の結果、逆に魚のすみにくい環境になっていってしまう心配もありま

す。そして何よりも重要なのは、きれいになっていく綾瀬川の現状を、沿川住民の皆

様に知ってもらい、親しみを感じていただくことだと思います。そのため、清流回帰

の取組みとともに、区民が親しみを感じ気軽に綾瀬川にふれあえる機会創出に力を入

れてまいります。 

今後も区民や関係者の皆様方と綾瀬川の環境改善に努めるとともに、生きものの豊

かな、美しい綾瀬川が、一日も早く復活することを心から願っております。 

 

平成２３年１１月 

足立区長     
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